
目指す姿「笑顔が広がるまち」「共に学び合いができるまち」「豊かな心を育むまち」

「心身ともに健やかなまち」「自立した活動ができるまち」

第５次小平町社会教育
中期計画メインテーマ つなげよう 学びの心 輝く未来へ

１８

社会教育だよりの記事に対する申し込み・問い合わせ先

文化交流センター（ＴＥＬ56－9500 ＦＡＸ56－9555） 海洋センター（ＴＥＬ／ＦＡＸ59－1216）

スポーツ安全保険の加入をおすすめします
この保険は、スポーツ活動または指導中の事故、ボランティア・文化活動中の事故等を対象とした保険です。

万が一のケガや賠償責任事故の備えとして、スポーツ安全保険に加入されることをおすすめします。

対 象：スポーツ・文化・ボランティア・地域活動を行う５名以上のグループ

保険期間：平成24年４月１日～平成25年３月31日まで（途中加入は保険料を振り込んだ翌日から対象となります）

申 込 書：海洋センター・文化交流センターに申込書を備えてあります

申 込 先：（財）スポーツ安全協会北海道支部 ℡011－820－1709 問い合わせ先：海洋センター（木村）

◎主な加入区分

※加入区分、補償金額等詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

掛金（人／年）補償の対象となる団体活動加 入 対 象 者

800円スポーツ・文化・ボランティア・地域活動
子ども（中学生以下）

1，450円上記団体活動に加え、個人活動も対象（個人練習等）

800円文化・ボランティア・地域活動、団体員の送迎等
高校生以上

（65歳以上の方も加入可）
1，850円スポーツ活動・スポーツ活動の指導

1，300円子どものスポーツ活動の指導

1，000円スポーツ活動（ダンス・踊りを含む）65歳以上

小平町子ども読書推進計画を策定しました
読書は「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものとし、

人生をより深く生きる力を身につける上で欠くことができないもの」です。

本計画を第１次計画として「おびらの子ども」の読書活動を支援していきます。

子どもの読書活動の推進には、学校や保護者はもちろん、地域の支援も欠かせません。

町民みなさんのご支援とご協力をお願いいたします。

１．家庭・地域における読書活動の推進

①「読み聞かせ」活動に対する支援 ②「家読」活動の推進
うちどく

③子どもの読書を指導する大人への支援 ④児童・生徒の発達段階に応じた読書活動支援のための情報提供

２．文化交流センター図書室・鬼鹿公民館図書室における読書活動の推進

①乳幼児、児童・生徒の発達段階にそった良書を収集 ②企画展示を通じた選書しやすい環境づくり

③「図書だより」や「子育てサロン」を通じた情報提供

④蔵書検索システム、北海道立図書館等との連携によるサービスの向上を活用した利便性の向上

⑤親しみやすい図書室づくり

⑥文化交流センターの機能・資源を活用した「メディアセンター」としての役割強化

（多様な学習資源の収集、情報メディアの活用の推進）

３．幼稚園・小中学校における読書活動の推進

①朝読の継続 ②ブックフェスティバルの実施 ③本の紹介や情報提供

④読書感想文コンクールの実施 ⑤文化交流センター図書室との連携

◆計画の内容は、社会教育課（文化交流センター）、文化交流センター・鬼鹿公民館の各図書室、

鬼鹿・達布各支所の窓口においてご覧いただけます。

また、小平町のホームページにもＰＤＦファイルで公開しています。

（「教育・文化・スポーツ」から「小平町子ども読書計画」にお進みください）


